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問 市・環境保全課　☎42-1806

▼収集の申し込みは収集日２日前の 15：00までにお願いします。
　　１７日㈬　大町、瀬越町、港町、明元町、幸町、本町
　　１８日㈭　寿町、礼受町、浜中町、沖見町、平和台
　　１９日㈮　見晴町、宮園町、錦町、開運町、栄町
　　２４日㈬　三泊町、塩見町、春日町、元町、船場町、花園町、末広町、旭町
　　２５日㈭　住之江町、泉町、野本町、千鳥町、元川町、神居岩、堀川町、高砂町、五十嵐町
　　２６日㈮　東雲町、緑ケ丘町、南町、潮静、大和田、藤山町、幌糠町、中幌、樽真布、南幌、峠下町、東幌
問 申 留萌南部衛生組合 ☎43-2555

９月の粗大ごみ収集日

日
程
と
収
集
地
区

ごみ減量のコツごみ減量のコツ ［vol.22］

　新しい分別になってから１年５カ月が経過しましたが、依然として分別の不適切なごみがあります。

•不適切な分別のごみには、収集できない理由を書いた貼紙な
どをして収集はしませんので、自分で持ち帰り、適正に分別
をしたうえで排出しなおしてください。
•資源化施設（美・サイクル館）で適正なものを選別していま
すが、かなりの手間とコストがかかり、ごみ処理費用の増大
につながっていますので、「資源」にできるものは「きれいに」
して「分別」して排出をしてください。

▼小学生および親子を対象に、身近な地域でとれる農産物を
使った加工体験を行います。地元で作られた切り花を使い、
作る楽しさを通して「るもいの素晴らしさ」を学びませんか。
問 市・農林水産課 ☎ 42-1837

るもい子ども加工塾 参加者募集
第３回 「るもい産切り花を使ったフラワーアレンジメント体験」 日 ９月６日㈯　10：00～

所 風土工房こさえーる
定 10人　
費 無料
申 電話で左記へお申し込みください。

生 ご み
•生ごみ以外は、指定ごみ袋に絶対に入れないでください。（水切りネット、新聞紙、
レジ袋などは可燃系埋立ごみで排出してください。）

•貝がらは生ごみではありません。不燃系埋立ごみで排出してください。
•水切りをしてください。

汚れたプラスチック製容器 •どうしても汚れがとれない場合は、可燃系埋立ごみで排出してください。（弁当容器、
マヨネーズ・ケチャップ容器、ソース・醤油の小袋など）

硬質プラスチック •硬質プラスチックは、不燃系埋立ごみで排出してください。（おもちゃ、ビデオテー
プ、カセットテープ、プラスチックハンガー、プラスチックスプーン・フォークなど）

透 明・ 半 透 明 袋
•中が見える袋を使ってください。（袋の口は縛ってください。）
•白色、乳白色の袋は使用できません。
•中にごみを入れた小袋を入れないでください。

ペ ッ ト ボ ト ル
•中を軽くすすいでください。
•キャップをとり、ラベルをはがし、キャップ、 マークのついたラベルはプラスチッ
ク製容器、 マークのついたラベルは紙製容器で排出してください。

シュレッダーされた紙 •可燃系埋立ごみで排出してください。

◎収集カレンダー
　10月分から平成27年３
月分までの収集カレンダー
は、町内会などを通じて、
９月中に配布します。

•生ごみの悪臭、腐敗は、生ごみに含まれる水分が原因と言われており、水分を切
ることで悪臭、腐敗を抑制することができ、ごみの量が少なくなります。
•生ごみ処理施設では、生ごみだけを消滅処理するため、水切りネット、新聞紙、
和紙などは処理できません。また、水分が多いと、調整するための「おがくず」
がたくさん必要になり、コストがかかります。

◎水切り、分別が
　必要な理由


